
 
  



 

 

【講評】 

大問１ 

 空間ベクトルの問題で、（1）と（2）を解いておきたい。 

大問２ 

 指数対数・n 進法の問題で、（1）と（2）を解いておきたい。 

大問３ 

 対称式と漸化式の問題で、（1）は確実に解き、（2）に挑戦しておきたい。 

大問４ 

 確率の問題で、（1）を解き切りたい。 

大問５ 

 数Ⅲ積分の問題で、（1）と（3）せを解きたい。また、そは与えられている条件式のまま、深く考えずに求めておきた

い。 

 

 久留米大学の配点の振り方を考えると、上記の問題が解けていれば良かったのではないかと考える。すべての設問を解

くことは時間的に不可能なため、どの問題を切り捨てるかの判断が重要になっただろう。 

 


